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近
松
門
左
衛
門
と
片
聾
記

本
号
消
息
欄
に
天
理
大
学
教
授
祐
田
善
雄
教
授
か
ら

の
問
合
せ
ぞ
掲
載
し
た
が
、
同
氏
は
七
月
頃
か
ら
片
聾

記
・
続
片
欝
記
を
調
べ
て
お
ら
れ
て
、
門
左
衛
門
の
父

杉
森
作
左
衛
門
は
福
井
藩
士
で
あ
る
乙
と
を
実
証
さ
れ

た
。
岩
波
書
屈
の
「
日
本
古
典
文
学
大
系
月
報
二
八
」

か
ら
祐
田
教
授
の
文
章
の
一
部
ぞ
引
用
し
て
左
に
紹
介

す
る
。

福
井
藩
主
の
越
前
宰
想
忠
回
目
、
が
正
保
二
年
に
世
田
じ

て
、
長
男
光
通
が
家
督
を
継
い
だ
時
に
、
三
男
の
兵

部
大
腕
吉
口
聞
が
吉
江
に
分
封
さ
れ
て
一
家
守
立
て
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
だ
六
歳
の
幼
少
で
あ
っ
た
か

ら
、
養
育
係
の
御
附
人
が
十
九
名
任
命
会
れ
た
。
福
井

県
郷
士
叢
量
一
日
第
四
集
「
続
片
聾
記
」
下
巻
に
そ
の
人

名
を
載
せ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
杉
森
作
右
衛
門
の

名
が
見
え
る
。

ζ

の
事
実
は
杉
森
家
系
譜
の
信
義
の

注
と
合
致
す
る
し
、
近
松
が
生
ま
れ
る
以
前
の
ζ

と

だ
か
ら
、
近
松
の
父
を
き
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
作
左
衛
門
で
な
く
作
右
衛
門
に
な
っ
て
い
る

の
は
古
文
献
に
あ
り
が
ち
の
こ
と
で
同
一
人
と
考
え

て
よ
い
か
ら
、
元
禄
六
年
の
浪
人
近
松
が
杉
森
作
左

衛
門
を
名
乗
っ
た
の
は
父
の
名
そ
継
い
だ
乙
と
が
知

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

近
松
の
父
は
、
系
譜
に
も
あ
る
通
り
、
由
緒
あ
る

家
柄
の
出
身
で
、
教
養
の
高
い
有
能
の
士
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
に
古
口
閣
の
養
育
係
と
い
う
重
要
な
役
に

選
ば
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
同
僚
の
顔
触
れ
を
見
て
も

そ
の
こ
と
は
肯
け
る
。
母
は
半
井
岡
本
為
竹
法
眼
の

女
で
あ
る
。
為
竹
は
忠
田
日
の
侍
医
で
千
石
の
知
行
を

取
っ
た
教
養
の
高
い
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
、
母
の
人

柄
は
想
像
出
来
る
だ
ろ
う
。
近
松
が
「
代
々
甲
胃
の

家
に
生
ま
れ
な
が
ら
」
と
述
懐
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

境
遇
で
あ
っ
て
、
彼
の
毛
並
み
の
よ
さ
を
示
し
て
い

る。
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